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Mitaka を用いた天文教育の進展 

～経過報告～ 
松村雅文（香川大学教育学部 及び 附属教職支援開発センター） 

 
1. はじめに 

小・中学校の理科授業での天文学習が難し

いことが従来から指摘されており（例えば

[1]）、当会のメンバーを含む天文教育普及の

関係者の尽力もあって、天文教育には色々な

工夫が加えられ改善されてきた。工夫の一つ

として、校外の科学館・プラネタリウムでの

学習があり、広く利用されてきている。しか

し、プラネタリウムでの学習が、実際に天文

学習の内容理解を深めることに役立っている

のか疑問が呈されている[2]。また国立天文台

４次元デジタル宇宙プロジェクトによって宇

宙ビューアーMitaka が開発され[3]、データ

に基づいた宇宙の姿が、２次元や３次元また

は４次元で見ることが可能になってきたが、

現段階では、学校での学習内容と具体的にど

のように関連付けができるのかは、必ずしも

明確ではない。一方、ここ数年は学校の ICT

化（ネット環境の改善、タブレットの利用等）

が提唱され、特に 2020 年はコロナ禍の影響

のため、より強力に進められた。ICT 化その

ものは、直接、天文教育を推進することを目

指すものではないが、それでも、実物を見る

ことが難しい場合が多い天文学習では、新た

な学習が可能になるかもしれない。つまり、

学校での天文教育に関連した、広い意味での

環境は、より整備されてきていると言えるが、

子どもたちの天体現象の理解に繋がっている

のかどうかは明確ではない。 

このような状況で、天文教育はどうすれば

より良くすることができるのであろうか。

我々は、新た利用可能になった／なるであろ

うソフトやハードを利用して、今でも“天文

は難しい”と思われている状況[4]を打破した

いと考え、科研費による研究（16K00969 お

及び 20K03276）を行なってきたので、ここ

ではその概要を報告する。 

科研費による研究組織は次の通りである： 

研究代表者：松村雅文（香川大学） 

研究分担者：加藤恒彦さん（国立天文台） 

研究協力者：安藤徹さん（あすたむらんど徳

島）、香川大・附属小中学校 ＆ 香川県内の先

生方、加藤賢一さん（2019 まで。元・岡山理

科大／大阪市立科学館） 

また波田野聡美さん（当会の“Mitaka に

よる天文教育/普及ワーキンググループ”[5]

の代表）にも相談に乗ってもらい研究を進め

ている。 

 

2. 2016～2019 年度の研究 

2016 年度からの 4 年間の研究のタイトル

は「デジタル式プラネタリウムにおける天文

教育手法の開発：学習投影の現状を踏まえて」

（基盤研究(C) 16K00969）であった。Mitaka

システム（図 1）も、プラネタリウムの一つ

と考え、プラネタリウムをキーワードとして

前面に出して学習投影の考察を行なった。 

 

 
図 1 本研究で用いた Mitaka システム 
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2.1 過去の優れた投映方法の確認 

現在の科学館等のプラネタリウムは、光学

式からデジタル式への移行期と言える。この

ため、従来の優れた投影方法の再評価とその

継承が重要だと考えた。特に杉並区立科学教

育センターの学習投影では、天体とともに、

格子（窓または方眼）を投影し、天体の運動

を認識しやすくするというオリジナルな工夫

を行なっていたことを確認した[6]。これを用

いると、日周運動の認識が容易になり、手許

のワークシート等に書き写すことも簡単にな

る。ただ、現在のプラネタリウムでこの方法

を用いるには、手許の照明をどうするのかと

言う問題が生じるうることも確認した。 
 
2.2 中学校３年での銀河系の学習 

Mitaka を用いた銀河系学習の研究授業を、

香川大学教育学部附属坂出中学校 [7][8] 

[9][10] お よ び 満 濃 町 立 ま ん の う 中 学 校

[11][12]で行なった。当初、Mitaka を使うこ

とで、銀河系の概念的な理解はさぞかし進む

だろうと予想したが、実際には、Mitaka 使

用／未使用での理解度に有意な差は見られな

かった。Mitaka の有無にかかわらず、授業

後、ほとんどの生徒は「太陽系は銀河系の中

にある」ことの認識を持つことができたので

ある。一方、興味関心は、Mitaka を用いる

ことで非常に高まることが示された。 
 
3. 2020 年度からの研究 

2020 年から 4 年間の予定の研究のタイト

ルは、「宇宙ビュアーMitaka を用いた天文教

育の構築と小中学校の理科授業での展開」（基

盤研究(C) 20K03276）であり、Mitaka によ

り焦点を当てている。また ICT の活用も、充

分意識して研究を行なっている。 
 
3.1 Mitaka を使った研究授業 

学校における Mitaka の有効な使用方法の

考察を進めるため、研究授業を継続して行な

うことを考えたが、コロナ禍の影響やその他

の理由で、2020 年度は実施できていない。 

 

3.2 Mitaka オンラインワークショップ 

本研究の事業ではないが、Mitaka に関連

する事業として「Mitaka オンラインワーク

ショップ」（主催：当会の“Mitaka による天

文教育/普及ワーキンググループ”）が、2020

年度、2 回開催された（2020 年 12 月 19 日及

び 2021 年 2 月 27 日）。Mitaka ver.1.6.0b か

ら、スクリプトの使用が可能になり、より複

雑な表現ができるようになった。このため、

これを利用して Mitaka の使用方法を広げる

ことと、より多くの方々に Mitaka の使用方

法を講習する機会を設けることを期待して行

われた。 

 

3.3 Mitaka を用いた天文学習の深化 

Mitaka のバージョン 1.5.0 以降（本稿執筆

時点の最新は 1.6.0b）では、天の川の画像に 

Gaia DR2 のデータが使われているため、天

の川の描写が格段に精細になり、天の川の中

に、暗黒星雲が見えるようになった（図 2）。

これは、恒星の学習のみならず、星間空間に

存在するガス・塵を学習することが可能にな

ったことを示唆する。つまり、星形成（=太

陽系の起源）の現場の学習も可能である。こ

のようなテーマは、従来は、高校や大学で扱

われ、中学校理科には含まれてはいない。し

かし、Mitaka によって、容易に暗黒星雲の

存在が判るので、中学校理科の発展的な内容

として、容易に展開できそうである。この具

体化は、今後、考察していきたい。 

 

4. その他、残された課題等 

上述の他に、残された課題として次のこと

があげられる： 

(1) 学校教育の現場で、Mitaka の立体視を最

大限に使うとするならば、どのような展開が 
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図 2  Mitaka バージョンの違いによる天の

川の描画の違い: v.1.6.0b（左） vs. 

v.1.3.2（右） 

 

考えられ、どのような効果が得られるのだろ

うか？ 立体視の教育での効果について論じ

た Price 他（2015）[13]によると、立体視を

有効に用いるには、奥行きの認識が、現象の

本質の理解に必要な時に限るべきだという。

天文の学習は、本質的に３次元空間を意識す

る必要があるので、立体視は有効なはずであ

る。それでも、より有効に使うにはどうすれ

ばよいのだろうか、課題は残っている。 

(2) モバイルプラネタリウムでの Mitaka：エ

アドームと魚眼レンズ付きのプロジェクター

及び Mitaka を投映するパソコンを組み合わ

せると、モバイルプラネタリウムとして稼働

する（安藤 徹さん発案）。この有効な利用方

法などのようなものだろうか？ 
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